
新ビジネス創出と円山動物園の機能強化に向けた 

技術確立のための検討会（第２回） 

 

日時：平成 30年２月 28日（水） 

14時 00分～16時 00分 

  場所：札幌市円山動物園 動物園プラザ 

次 第 

１ 開催挨拶 

２ 議事 
 １）「ホッキョクグマの動作分類」 

北海道大学大学院 情報科学研究科 教授 山本 雅人氏・准教授 飯塚 博幸氏 

 ２）「動物認識のビジネス展望」 

株式会社テクノフェイス 代表取締役 石田 崇氏 

３）「画像解析による動物の個体識別と行動把握」 

特定非営利活動法人 EnVision環境保全事務所 長谷川 理氏 
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 小菅 正夫 札幌市環境局参与（円山動物園担当） 

 山本 雅人     北海道大学大学院 情報科学研究科 教授 

 飯塚 博幸     北海道大学大学院 情報科学研究科 准教授 

 下鶴 倫人    北海道大学大学院 獣医学研究院 准教授 

石田 崇 Sapporo AI Lab ﾃｸﾆｶﾙ・ｺﾐｯﾃｨ（株式会社ﾃｸﾉﾌｪｲｽ代表取締役） 



ホッキョクグマの動作分類

北海道大学 大学院情報科学研究科
情報理工学専攻 自律系工学研究室

山本 雅人，飯塚 博幸，池田宥一郎，松田 啓佑

新ビジネス創出と円山動物園の機能強化に向けた
技術確立のための検討会（第２回）



画像認識（前回）

どれが誰かを画像１枚から自動的に判別



チンパンジーの位置・個体の検出

現実には複数の個体が一度に動画に出現

各チンパンジーの位置と個体の検出が必要

物体検出技術



半自動ラベリング

• フレームごとに位置と個体名をラベル付け
• Dark labelという半自動ラベリングツールを使用



動作分類

• 動画キャプション生成

• 人の行動認識

（立っている，座っている） 3D-ConvNets

• ジェスチャー認識 3D-ConvNets

• 手話認識 HMM



手話動作分類の例

LSA64

アルゼンチン手話で日常的に使われる64単語のデータセット

5

データ内訳

単語数 64 1単語あたり50動画
（10人x5回）

総データ数 3200
訓練：2880
テスト：320

1動画の長さ [s]

最長 3.35
平均 1.38
最短 0.23



CNNで動画のフレームを処理
LSTMで画像特徴量の時系列を処理
毎フレームごとにクラス確率を出力
最終的に多数決によって分類

Long short-term memory (LSTM)

[Hochreiter et al.1997]

⇒長期的な時系列を処理可能なRNN

・・・

CNN CNN CNN

LSTM LSTM LSTM

P(1) P(2) P(T)

全時刻のクラス確率で多数決

分類結果

動作分類に用いるAIモデル

Recurrent Convolutional Neural Networks(RCNN)

[Donahue et al.,2015]
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Bi-directional LSTM
[Graves et al.,2005]

人が時間に対して逆行して認識精度を高めているように，
時間的に順方向と逆方向のプロセスを利用



正解率の最大値は 94％

テ
ス
ト
正
解
率

Step
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認識結果



クラス30 クラス42

9

Bi-LSTMによる認識成功例



ホッキョクグマの動作認識

10



11

ホッキョクグマ獣舎

屋外カメラ
• ４台同時撮影
• 綺麗
• ほぼ全体をカバー

難点
• メーカ独自ファイル
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トラッキングとクマ抽出



 2/15に撮られた15分間の動画18個を使用
 静止，歩行，寝るの3行動で手動でラベル付け
 ホッキョクグマをトラッキングして，矩形でトリミング
 トリミングされた動画を2秒ごとに分割

13

 作成方法

ホッキョクグマの動作



クラス数 1クラスあたりのデータ数 総データ数 訓練 テスト

3 210 630 567 63

14

 作成された動画は3行動それぞれ210個ずつ

 9割を訓練データ、残りの1割をテストデータ

データ例

静止 歩行 寝る

ホッキョクグマのデータセット



CNNで動画のフレームを処理
Bi-LSTMで画像特徴量の

時系列データを処理
フレーム毎にクラス確率を出力
多数決をとって分類決定

・・・

CNN CNN CNN

Bi-

LSTM

Bi-

LSTM
Bi-

LSTM

P(1) P(2) P(T)

全時刻のクラス確率で多数決

分類結果
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Bidirectional LSTM



実験設定

バッチサイズ：1
最適化アルゴリズム：Adam

[Kingma et al.,2015]
学習率： 10-5

学習step数：1000
バッチサイズ1の学習を100回
行うことを1stepと定義
テスト正解率は5stepごとに計算

16



正解率の最大値は 98％

正解率の推移
チャンスレベルは約33％ 17

テストデータの

コンフュージョンマトリクス

実験設定
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認識結果



まとめ

18

• チンパンジー動画から個体を同定する技術の検討中

• ホッキョクグマのトラッキングとトリミング

• ホッキョクグマの簡単な動作分類の実施

• 極端な動作例では高い認識精度

第3回に向けて

• ホッキョクグマの授乳音の同定

• ホッキョクグマの他の動作認識

• チンパンジーの動画からの個体同定
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動物認識のビジネス展望
IT産業の視点での動物ｘAIの活用事例

【新ビジネス創出と円山動物園の機能強化に向けた
技術確立のための検討会（第2回）】

平成30年2月28日（水）

株式会社テクノフェイス 石田崇

http://www.technoface.co.jp/page/
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株式会社テクノフェイス概要

○ 会社名 株式会社テクノフェイス （Technoface Corporation）

○ 事業所 札幌市中央区北１条西３丁目３ 敷島北１条ビル６階

○ 設立月日 2002年4月15日

○ 株主
（順不同）

株式会社アルバイト情報社

株式会社日立製作所

株式会社北海道電力

エヌ・ティ・ティ・コムウェア株式会社

横河電機株式会社

財団法人北海道中小企業総合支援センター

株式会社ソフトコム

株式会社北洋銀行

株式会社オープンループ

ほくでん情報テクノロジー株式会社

北海道総合通信網株式会社

その他当社役員、道内大学教授等

99百万円○ 資本金

○ 従業員 22名

○ 事業内容 •Linuxをはじめとするオープンソースソフトウェア，人工知能やクラウドサービスに関する

ソフトウェア研究開発，技術コンサルティング，構築，保守，運用

•モバイルアプリケーション，Webシステム，組込みLinuxシステム開発

•ソフトウェアシステム性能改善コンサルティング など

○ 主要取引先 KDDI（株），日本電気（株），NTTコムウェア（株），（株）セールスフォース・ドットコム，ソニー（株），（株）KDDI研究所，

ピースミール・テクノロジー（株），NECソリューションイノベータ（株），マイクロソフト（株），日本事務器（株），

（株）ソーシャルエイドリサーチ，札幌市，北海道大学，北海道科学大学ほか

○ 代表取締役 石田 崇

http://www.technoface.co.jp/page/
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テクノフェイスの事業実績

•インフラ構築からデータ収集、AI構築まで一貫したソリューションノウハウ

インフラ構築、クラウド活用

•OSSクラウドOSによる法人クラウド基盤構築

•Azure、AWS活用クラウド業務システム開発

IoT基盤（センサネットワーク、DWH）

•マイクロサーバによる全国気象観測ネットワークとエッジコンピューティング

•分散DBシステム構築、グラフ型DBシステム構築

データ分析、AI構築

•大規模データの統合とインデックシングエンジン

•各種業務データ分析と、AI構築

業務システム、UI構築

•業務パッケージ開発、汎用ツール製品開発、性能問題解決

•クラウド連携モバイルアプリケーション開発

http://www.technoface.co.jp/page/
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テクノフェイスのAI構築ソリューション

•顧客データに基づくオリジナルAI構築

•実績分野：画像認識、需要予測、チャットボット、自動文書校正、
パラメータ最適化、制約充足問題など

•利用技術：深層学習、IBM Watson API、統計的機械学習、強化学習
遺伝的アルゴリズム、エキスパートシステム、
事例ベース推論など

ﾃﾞｰﾀ検証・解析
仮説検討
ﾃﾞｰﾀ収集

AIツール適用
プロトタイプ作成
性能評価

システム化

性能調整

プロジェクト継続判断 プロジェクト継続判断

http://www.technoface.co.jp/page/
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テクノフェイス開発事例（人工知能関連）

2016年11月7日 日本経済新聞
2016年12月3日 北海道新聞

2017年3月6日

北海道新聞

2017年7月12日 日本経済新聞

http://www.technoface.co.jp/page/
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Sapporo AI Labとの関わりについて

http://www.technoface.co.jp/page/


Copyright © 2002-2017 Technoface Corporation. All rights reserved.

動物認識AIのビジネス事例（海外）：酪農

乳牛を顔認識して個別管理するシステム--牛乳の生産量や健康状態を分析

米Cargill＋愛Cainthus

ビデオで乳牛の顔などを撮影

顔の模様や形、体の動きなどから各乳牛を個

体識別する。

→餌や水の摂取状況、体温、動作を分析、

牛乳の生産量や健康状態に影響を与える可

能性のある情報を整理して酪農家に提供す

る。

http://www.technoface.co.jp/page/
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動物認識AIのビジネス事例（道内）：酪農

http://www.technoface.co.jp/page/
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動物認識AIのビジネス事例：害獣駆除

四日市大学＋総合地球学研究所

Copyright © SKYROBOT lnc

害獣の判定と、位置把握
撃退まで

http://www.technoface.co.jp/page/
https://skyrobot.co.jp/
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動物認識AIのビジネス事例（道内）：害獣対策

http://www.suncreer.co.jp/ai_iot.html

http://www.technoface.co.jp/page/
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畜産業における画像個体識別への期待

【生育管理とトレーサビリティの実現】

RFID等のタグデバイスの確実性 ⇔ 安価で再利用性・汎用性の高いAIソフトウェア

http://www.technoface.co.jp/page/
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行動検知技術での学習支援

個体識別とエソグラム
→AR、MR技術との融合により、近未来的な

学習効果の高い動物展示に

http://www.technoface.co.jp/page/


画像解析による動物の個体識別と行動把握
～研究例の紹介～ 

長谷川理 
（NPO法人EnVision環境保全事務所） 

2018年2月28日（水） 



１．個体識別 

本日の発表の流れ 
  （研究例の整理） 

２．行動パターンの自動判別 

３．社会性の把握 



縞模様の違いによる識別 
（グレビーシマウマ） 

シマウマ 

動物の個体識別に用いられる特徴 

『Studying Captive Animals: A Workbook of 
Methods in Behaviour, Welfare and 
Ecology』 (2015), Rees, Wiley-Blackwell 

Lahiri, et al. (2011)  Biometric animal databases from field 
photographs: identification of individual zebra in the wild 



Burghardt et al. 2004, Fifth International Penguin Conference, Ushuaia, Tierra del Fuego, Argentina, 
Automated Visual Recognition of Individual  African Penguins  

ケープペンギン 

動物の個体識別に用いられる特徴 



Amelon et al. (2017). Journal of Mammalogy, 98 (3): 744  
Bat wing biometrics: using collagen–elastin bundles in bat wings as a unique individual identifier.  

Representative photograph of a bat’s left wing. Section 1: triangular-shaped section (dashed line) of the plagiopatagium 
bordered by the radius and ulna, extending the length of the 5th metacarpal and associated phalanges. Section 2: 
dactylopatagium between digits 4 and 5. Section 3: dactylopatagium between digits 3 and 4. Section 4: plagiopatagium 
along humerus, extending along the body and along the trailing edge to the distal 5th phalanx. 

コウモリ（ホオヒゲコウモリなど） 

動物の個体識別に用いられる特徴 



Kittle et al. 2017, Tropical Ecology 58(1):71-86 
The ecology and behaviour of a protected area Sri Lankan leopard (Panthera pardus kotiya) 
population 

スリランカヒョウ 

動物の個体識別に用いられる特徴 



Loos & Ernst (2013) EURASIP Journal on Image and Video Processing :49 
An automated chimpanzee identification system using face detection and recognition 

チンパンジー（１） 

動物の個体識別に用いられる特徴 



Loos & Ernst (2013) EURASIP Journal on Image and Video Processing :49 
An automated chimpanzee identification system using face detection and recognition 

チンパンジー（２） 

動物の個体識別に用いられる特徴 



Sea Mammal Research Unit 
http://www.smru.st-andrews.ac.uk/ 

ハイイロアザラシ 

https://ja.wikipedia.org/ 

人工知能の深層学習プラットフォームLabellioを用いたゴマフアザラ
シ（Phoca largha）の個体識別への適用 
渋谷ほか（日本哺乳類学会2017年度大会） 

ゴマフアザラシ 

アザラシ 

動物の個体識別に用いられる特徴 



Labellio ディープラーニングを用いた個体識別 

https://www.labell.io/ja/ 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p
/000000076.000009956.html 



http://www.polarbearlibrary.org/photographing.jsp 

ホッキョクグマ 

University of Manitoba Polar 
Bear Whiskerprint Project 

ディープラーニングを用いた 
個体識別 



WILDBOOK ディープラーニングを用いた個体識別 

http://www.polarbearlibrary.org/ 



WILDBOOK ディープラーニングを用いた個体識別 

http://www.wildbook.org/doku.php 



ホオジロザメ （Hughes&Burghardt 2017) 

ディープラーニングを用いた個体識別 

Hughes&Burghardt (2017), Int J Comput Vis., 122: 542–557 
Automated Visual Fin Identification of Individual Great White Sharks 



ホオジロザメ （Hughes&Burghardt 2017) 

ディープラーニングを用いた個体識別 

Hughes&Burghardt (2017), Int J Comput Vis., 122: 542–557 
Automated Visual Fin Identification of Individual Great White Sharks 



ホオジロザメ （Hughes&Burghardt 2017) 

ディープラーニングを用いた個体識別 

Hughes&Burghardt (2017), Int J Comput Vis., 122: 542–557 
Automated Visual Fin Identification of Individual Great White Sharks 



１．個体識別 

本日の発表の流れ 
  （研究例の整理） 

２．行動パターンの自動判別 

３．社会性の把握 



Automated image-based tracking and its application in ecology 
Dell et al. (2014) Trends in Ecology & Evolution, 29(7) 

Dell et al. （2014)の総説より 

コンピュータによる映像からの行動解析 



Automated image-based tracking and its application in ecology 
Dell et al. (2014) Trends in Ecology & Evolution, 29(7) 

Dell et al. （2014)の総説より 

コンピュータによる映像からの行動解析 



Dell et al. （2014)の総説より 

コンピュータによる映像からの行動解析 

Automated image-based tracking and its application in ecology 
Dell et al. (2014) Trends in Ecology & Evolution, 29(7) 



Automated image-based tracking and its application in ecology 
Dell et al. (2014) Trends in Ecology & Evolution, 29(7) 

Dell et al. （2014)の総説より 

コンピュータによる映像からの行動解析 



（Panlab /バイオリサーチセンター株） 

行動解析システムの例 SMART 3.0（Panlab）  

（Panlab ） https://www.panlab.com/en/ 



PhenoScanシリーズ（CleverSys.Inc. / プライムテック株） 

行動解析システムの例 PhenoScan（１）  

http://www.primetech.co.jp/products/tabid/90/pdid/83/language/ja-JP/Default.aspx 



PhenoScanシリーズ（CleverSys.Inc. / プライムテック株） 

行動解析システムの例 PhenoScan（２）  

（CleverSys.Inc. / プライムテック株式会社） http://www.primetech.co.jp/products/tabid/90/pdid/83/language/ja-JP/Default.aspx 



1. 動物の体の各部位を自動認識 

2. 自動検出された振舞・姿勢の情報が、時系列でログ表示 

HomeCageScan (1,2) 

行動解析システムの例 PhenoScan（３）  

（CleverSys.Inc. / プライムテック株式会社） http://www.primetech.co.jp/products/tabid/90/pdid/83/language/ja-JP/Default.aspx 



（CleverSys.Inc. / プライムテック株式会社） 

HomeCageScan (3) 

行動解析システムの例 PhenoScan（４）  

3. 「飲水動作」「右方向への歩行」「におい嗅ぎ行動」を自動検出した例 

http://www.primetech.co.jp/products/tabid/90/pdid/83/language/ja-JP/Default.aspx 



HomeCageScan (4) 

行動解析システムの例 PhenoScan（５）  

4. 解析結果をエクスポート 

（CleverSys.Inc. / プライムテック株式会社） 
http://www.primetech.co.jp/products/tabid/90/pdid/83/language/ja
-JP/Default.aspx 



（Noldus /株ソフィア・サイエンティフィック） 

行動解析システムの例 EthoVision XT（Noldus） （１）  

（Noldus /株ソフィア・サイエンティフィック） 

http://www.noldus.com/animal-behavior-research/products/ethovision-xt 



（Noldus /株ソフィア・サイエンティフィック） 

行動解析システムの例 EthoVision XT（Noldus） （２）  

（Noldus /株ソフィア・サイエンティフィック） http://www.noldus.com/animal-behavior-research/products/ethovision-xt 



vanDam et al. (2013), Journal of Neuroscience Methods 218 : 214–224 
An automated system for the recognition of various specific rat behaviours 

vanDam et al. (2013), Journal of Neuroscience Methods 218 : 214–224 

行動解析システムの例 EthoVision XT（Noldus） （３）  



vanDam et al. (2013), Journal of Neuroscience Methods 218 : 214–224 
An automated system for the recognition of various specific rat behaviours 

vanDam et al. (2013), Journal of Neuroscience Methods 218 : 214–224 

行動解析システムの例 EthoVision XT（Noldus） （４）  



vanDam et al. (2013), Journal of Neuroscience 
Methods 218 : 214–224 
An automated system for the recognition of 
various specific rat behaviours 

vanDam et al. (2013), Journal of Neuroscience Methods 218 : 214–224 

行動解析システムの例 EthoVision XT（Noldus） （５）  



vanDam et al. (2013), Journal of Neuroscience Methods 218 : 214–224 

行動解析システムの例 EthoVision XT（Noldus） （６）  

vanDam et al. (2013), Journal of Neuroscience Methods 218 : 214–224 
An automated system for the recognition of various specific rat behaviours 



１．個体識別 

本日の発表の流れ 
  （研究例の整理） 

２．行動パターンの自動判別 

３．社会性の把握 



Toward a Science of Computational Ethology 
Anderson & Perona (2014) Neuron, 84(1),  18-31.  

Anderson & Perona （2014)の総説より 

コンピュータによる映像からの社会行動の分析 



社会性（社会行動）の把握 

『Studying Captive Animals: A Workbook of 
Methods in Behaviour, Welfare and 
Ecology』 (2015), Rees, Wiley-Blackwell 



社会性（社会行動）の把握 

『Studying Captive Animals: A Workbook of 
Methods in Behaviour, Welfare and 
Ecology』 (2015), Rees, Wiley-Blackwell 



Automated image-based tracking and its application in ecology 
Dell et al. (2014) Trends in Ecology & Evolution, 29(7) 

Dell et al. （2014)の総説より 

コンピュータによる映像からの行動解析 



SocialScan (1) 

行動解析システムの例 PhenoScan（６）  

（CleverSys.Inc. / プライムテック株式会社） http://www.primetech.co.jp/products/tabid/90/pdid/83/language/ja-JP/Default.aspx 



SocialScan (2) 

行動解析システムの例 PhenoScan（７）  

（CleverSys.Inc. / プライムテック株式会社） http://www.primetech.co.jp/products/tabid/90/pdid/83/language/ja-JP/Default.aspx 



福永・岩崎（2015） 領域融合レビュー, 4, e003 
Computational Ethology：バイオインフォマティクスと動物行動学の融合 

福永・岩崎（2015）の総説より 

コンピュータによる映像からの社会行動の分析 



１．ディープラーニングを用いた個体識別の試みは、
いくつかの野生動物で行われている。飼育動物に
ついては少ない（あまり識別の必要がない？）。 

今回のまとめ 

２．コンピューターを用いた行動の自動判別の試みは、
ほぼ実験動物のみ。 

３．継続した個体識別を行った上での、行動の解析
（社会性の把握）は、あまり行われていない。 



新ビジネス創出と円山動物園の機能強化に向けた 

技術確立のための検討会（第２回） 

 

日時 平成３０年 2月 28日（木） １４時００分～１６時００分 

場所 札幌市円山動物園 動物園プラザ 

 

【ホッキョクグマの動作分類】 

・前回、画像認識についてお話した。 

 （1つの画像から、個体を識別する） 

・今日は、動作分類について。 

 技術はいくつか研究中。例えば、動画キャプション生成、人の行動認識、ジェスチャー

認識、手話認識など。これらを機械で行う。 

・手話から意味を判断する「動作分類」の例 

 （動画から意味を判断する流れを説明するために手話の例を使用） 

・順方向だけでなく逆方向にも流すことで、なぜ最後にそれを言ったのか、を認識する 

→これをホッキョクグマの動きに利用する 

４台のカメラで、シロクマがどのような動きをしているのか追い続ける 

シロクマを切り取った画像は作れたので、次のステップ 

 

・静止・歩行・寝るの 3パターンの行動をコンピュータに覚えさせる 

１つの動きに対して２１０データを得る 

→大きく動きの違う３つに分けたので、判別はコンピュータにとってはそう難しく

なく、パターン認識の正解率は９８％ 

常同行動 

→時間的に３０分程度。こういう行動が自動的に把握できるようになるとよい。 

 

・授乳音については今進めているところ。 

・他の動作認識はもう少し精度がたかくなるようにしないといけない。 

・個体の同定も並行して進めているところ。 

 

 

【動作認識のビジネス展望】 

・１月に本業務の記事（札幌・円山動物園、AI で動物管理実験）が新聞に載った際には、

個人情報保護委員会から連絡がきた。 

 *動物の顔認識ができるということは、人間の顔認識にもっていくつもりなのでは？ 

   *セキュリティーについてはどのように考えているのか？ 



など。 

  ただ私たちの興味としては、人の顔識別は大手の企業がやっているので、あくまでも

動物の認識が影響を与えていくか、というところである。と返答。 

 

・乳牛の顔認識 

→これからやっていかなくてはならない。反応もいい。 

蓄積しているデータをAIで支援していきたい。 

繁殖の時期、餌の量などを使って酪農に利用したい。 

 

・害獣駆除 

害獣の位置を特定し、追いかけ、駆除するようなことを想定。 

ドローンの価格も安くなってきており、取り組みやすくなっている。 

 

・畜産業 

ブタ・肉牛の個体識別、技術としてはこれから。 

ID やタグの方が確実だと思うが、画像判断の方が安価なので、画像認識の期待はとて

も高い。 

 

・行動検知技術 

水族館や動物園に今後提案できるだろうと思っていること。 

たとえば飼育舎のガラスに AR の半透明のシートが貼られていて、実際に動物の行動

を検知して、動物の名前などの説明がディスプレイに表示できる技術。 

学習展示北海道から提案できたら 

VR・MRの技術を持った会社は札幌にもいくつかあるので、今後期待できる。 

動物園・水族館がビジネスターゲットになるのではないか。 

 

【画像解析による動物の個体識別と行動把握～研究例の紹介～】 

１．個体識別 

シマウマは実際に画像解析により個体識別されている。 

ケープペンギンはお腹の斑点による識別がされている。 

コウモリは翼の血管（指紋のようなもの）を利用し識別している。 

チンパンジーは顔が主に使われている。 

アザラシは体の形状と模様を利用している。 

 

 ・その他具体例 

「ラべリオ Labellio」（Webサービス） 



ホッキョクグマでマニトバ大が実施している。 

「WildBOOK」（プロジェクト名） 

様々な動物の識別のプロジェクトが紹介されている 

ホオジロザメ、ヒレの形を利用。角度などが変わっても個体識別ができる。 

 

2.行動パターンの自動判別 

例はあまり見つからなかった。 

実験動物での研究が多く、野生動物への応用は見つけられなかった。 

実験動物なので、カメラもしっかり調節できる。 

その上で、羽の角度や動きを利用している。 

  

この辺りは日本の企業でも複数取り扱いあり。 

医学分野では治療方法・薬などの実験動物の行動把握で活用が進んでいる。 

マウスとラットを使用したシステム構築を含めて研究が進んでいる 

  

行動解析システムの例： 

  「PhenoScan」 

こちらもネズミで。 

   向きや位置で、匂いを嗅いでいるなどのを行動を自動に検出 

    →ログをとる 

 

「EthoVision」(システム？アプリケーション？) 

複数の行動をパターン認識できる。 

元論文あり。 

→エソグラムとしてどういうものをまず作っていって、人間の目では判断できて

いたが、機械では同じものとして扱うという操作をしたもの 

 

実験の中では、人間が観察してグランドトゥルースしたときの行動の判別と、機械が判

別したものを比較して行動の分析をしている。 

  

 野生動物を対象とした研究はほとんど見られない。 

 

 

３.社会性の把握 

個体を識別して、距離をはかり、トラッキングをすることで、個体間の関係性を把握す

る。仲がいいとか悪いとか。（ショウジョウバエを対象とした研究） 



 

 例：①複数頭の動物がいた場合、6～7頭の群れと判断するのか？3～4のグループが存

在すると判断するのか？そこには場合によっては社会的な構造があって、グルー

プがあるということもあり得る。→個体間の関係性が分かれば判断可能 

 

②コンピュータによる映像からの行動解析が可能となれば、識別もできて、行動も

一気に把握できる。飼育下での活用が可能となる。 

 

 

 

○意見交換 

山 本 エソグラムという言葉の定義 

小 菅 この場でいう「エソグラム」はなにを指すかをはっきりさせるべき。 

山 本 「こういう動物がこういうことをする」というリストのことだと前回学んだよう

な気がする。 

加 藤 我々がここで使う「エソグラム」の定義を決めればいいだけ。エソグラムの定義

を決めるわけではなくて。行動カタログという決めをする。 

下 鶴 有効な例は。 

小 菅 有効、有効でない、ではなく、よくとる行動を把握すればいいだけ。行動パター

ンをなるべく多くリストアップすべき。長谷川さんどうですか。 

長谷川 例えば異常行動がでれば、それに気づいて対処できるような検出ができればいい。

全体の行動の中で頻度、割合の変化が見ることができれば、意義がある。 

石 橋 常同行動の話があったが、飼育下特有の行動である。動物の欲求が満たされてい

ないことの裏返しである。職員が彼らにやったことに意味があったかが反映され

るので、飼育サイドとしてはありがたい。 

下 鶴 ある程度想定ができていたほうがいい。 

山 本 歩いていることを切り抜くとか。 

    歩いている、常同行動の区別をつけるためには、もう少し上のレベルでやらない

といけない。 

石 田 常同行動と呼ばれているものが本当に常同行動なのか 

    反復行動を認識させることは可能か？ 

飯 塚 軌跡を取り出すだけでは不十分 

石 田 私はそれで充分だという意見。ただ、飼育場のどこでその動きをしても把握でき

ることができるかということ。 

飯 塚 それは可能。 

石 田 旧飼育場、新飼育場で常同行動がどれだけ減ったかを分析したら有意義なのでは



と思うが、そういったことは可能か？ 

飯 塚 可能 

石 田 今親子のシロクマがいるが、親子の判断は可能か？ 

飯 塚 そこまでの取り組みはまだしていない。 

 

石 田 ネガティブな側面が分かるのは大事。一方ポジティブな側面はどのように引き出

されるのかは非常に興味深い。いつプールに飛び込むのかとか。 

飯 塚 飛び込む回数を数えるのかは簡単だが、要因を探すのは難しい。研究レベルで取

り組まないと結果は得られない。 

石 橋 飛び込むのは、おもちゃや人（新飼育場であればアザラシ）など外的な影響が多

いと思うが、今の監視カメラではこれらを把握するのは難しい。 

長谷川 ポジティブな側面とはバリエーションが多い。検出できるレパートリーを増やす

のは大事なこと。 

小 菅 今回３パターンの意味づけしたが、少しずつパターンを増やしていくということ

なのか？木に手をかけるとか。 

飯 塚 そうです。いつでも可能。３パターンが４パターンに増える。 

長谷川 確認だが、今までの行動は２秒で判断している？ 

飯 塚 はい。 

長谷川 ２秒ごとに区切って 

飯 塚 通常は、２秒と決まっているわけではない。プレゼンの手話の例のように。 

長谷川 喧嘩とか威嚇とか、一瞬の行動や、逆に長いほうが判断できるときもありますね。 

石 橋 いまのカメラ配置だと、オーバーラップがあると思うが、それば２頭いるという

ことになっているのか？ 

飯 塚 いまはそうです。ただ、かならずオーバーラップしている部分のカメラ映像には

相関があるので、そこを学ばせれば、１頭と判断させることはできる。 

--------------------- 

加 藤 ビジネスとして。 

下 鶴 動物の動きに関して、映像でなんとかしようという声はすごく高い。 

ブタの体重変化は、体重計に乗せればいいような気もするが、画像で判断したい

といわれている。 

病気の予防。繁殖のタイミングを判断できるのは、酪農家にとってはお金に関係

するので大事なこと。 

加 藤 動物園の場合、動物がいかに退屈しないか。どこの動物園でも同じ課題がある。 

    そういった意味ではあまりお金をかけないで分析できるのが一番いい。 

山 本 チンパンジーの個体識別。もう少ししていきたいと考えている。 

    どちらかというと行動分類が大きなテーマになっていて、そちらのほうが重要な



のかなと思っている。そちらに注力したいと思っているが、見通しとしてはすべ

てのテーマについて示すことはできると思う。 

労力を行動分析に割きたい。それが今日までの感想。 

加 藤 ホッキョクグマの場合、リラとララ。我々としても行動分析が大事だと思う。今

の新しい施設も多分飽きるから、今から行動分析すべき。 

 

小 菅 お尻でうんぬんのはなし。チンパンジーの非発情期の陰部の分析ができていれば

面白い。前回の話では、確か顔で判別をしていたが、お尻は難しいのか？ 

山 本 お尻も以前はやっていた。ただ、今日撮ったけれども明日は違うかもしれないか

ら、違う個体と判断されてしまう可能性があり、顔にした経緯がある。 

小 菅 なるほど。 

山 本 いつどれくらいの頻度で変化するかなどのデータを取るのはいいと思う。 

小 菅 毎回A個体の陰部が同じ形かはわからなかったり、ということですね。 

貴重なデータになると思う。 

長谷川 手話の判定方法。軌跡を使っているということは？ 

飯 塚 顔の表情や首の動きも利用できるといわれている。今後はこれらも使っていきた

いが、今日見せた動画はただの軌跡である。 

長谷川 チンパンジーでも手の軌跡が判別に使えるのではと思ったが？ 

飯 塚 可能 

長谷川 個体識別プラス行動分析を兼ねてできるということですね。 

山 本 何秒単位で見るかを調節する必要はあるが、動きの区別は動画から可能であると

思う。 

長谷川 ホッキョクグマについて、大きさを判断するとしたら、周りの風景から判断する

ということか？ 

飯 塚 そうです。地面から足が離れることはないので、立っている位置から大きさを判

断する。 

長谷川 期待したのは、動物園で技術を確立して、野外に反映すること。さきほどブタの

体重計の話があったが、野生の動物では不可能。 

そういったことは可能か？ 

飯 塚 動物園の中は、場所がわかっているため可能だが、スケールが分からなければ難

しい。 

石 田 ステレオカメラとかでは？ 

飯 塚 できると思う。 

石 田 写真からある程度の大きさが測れないか試している。ただ、実際の重さが分から

ないので、難しいということが分かっている。なので、横から写真を撮って予測

するという方法。 



ヒグマに関して言うと、動物園のヒグマは体重の年次変化はあまりないので、野

外のヒグマはいいところはわかるが悪いところはわからないという状況。 

AIでやってもらったほうが、客観的で、いい。 

飯 塚 体重が分かった場合はどのように活用できるか。 

石 田 数字が分かれば、学術捕獲など、捕獲するタイミングを判断することができる。 

すごくいい時と悪いときのデータがないという点で、我々の限界を感じている。 

山 本 今ホッキョクグマの体重は管理している？ 

石 橋 今のところはしていない。新しい施設には体重計があるので、そこに乗るようト

レーニングさせようとしているところ。 

長谷川 画像と連携できれば期待できる。 

小 菅 これだけ大量のデータをどのように管理するか。 

   被毛の状態とか、見た目の状態とか。この状態のときはこのような状態と予測で

きるかもしれない。 

小 菅 今なら毎日ホッキョクグマは採血できるんじゃないの？ 

石 橋 調子いい時なら可能。 

加 藤 今回は２回目の検討会。決して３回目で結論がでるとは思っていない。２０１８

年度も続けていきたいが、年度の区切りがあるのでいったん整理をしたい。 

どんなところまでいけるのか？ 

山 本 ホッキョクグマについては、もう少し行動パターンを増やして分析する。 

１日だと難しいので数日で探すという作業が必要。それができれば可能。 

ただ、人力でタグ付けをしているので、限界がある。行動パターンをあと数種類

増やして結果を出したい。 

山 本 チンパンジーは、撮影環境の問題もあり、データをもう一度撮りたい。 

画面のどこを歩いていたか、というトラッキングを解析するところまでやりたい。 

ホッキョクグマの個体識別、授乳音の学習については、ある程度の見通しを出し

たい。 

加 藤 人力がたいへん。アナログ作業。 

酒 井 次回３回目では一端区切りの議論をしたい。 

このような形で入口に入りましたので、どのような動物でどのようなことができ

るのか、活発に議論したい。 

次回はそのような位置づけでお願いしたい。 

加 藤 ありがとうございました。 

 

（了） 


